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2016 年 12 月 27 日 規則 第 74 号 
鋼船規則の一部を改正する規則 
 
「鋼船規則」の一部を次のように改正する。 

 

CSR-B 編 ばら積貨物船のための共通構造規則 

3 章 構造設計の原則 

6 節 構造配置原則 

6. 二重底構造 

6.1 一般 
 
6.1.3 を次のように改める。 
 

6.1.3 二重底高さ 
二重底を設けることが要求される場合には，内底板は，船底を船体の湾曲部まで保護す

るように船側まで達するものとし，いずれの位置においても A 編 2.1.478 に規定するキー

ル線から垂直上方 h（m）に位置するキール線に平行な平面より上方となるように配置し

なければならない。ただし，いかなる場合も h は，0.76m 以上とする。また，2.0m を超え

ることを要しない。 
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二重底高さが変化する場合，一般に，二重底高さは，十分な長さをかけてなだらかに変

化させなければならない。また，内底板のナックルは，肋板位置としなければならない。 
これが不可能な場合，ナックル部の前後にまたがって設ける半桁板，縦通ブラケット等

の適切な縦通部材を配置しなければならない。 
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附  則 

 
1. この規則は，2017 年 1 月 1 日（以下，「施行日」という。）から施行する。 
2. 次のいずれかに該当する船舶以外の船舶にあっては，この規則による規定にかかわ

らず，なお従前の例による。 
 (1) 施行日以降に建造契約が行われる船舶 

(2) 建造契約が存在しない場合には，2017 年 7 月 1 日以降にキールが据え付けら

れる船舶又は特定の船舶として確認できる建造が開始され，かつ，少なくと

も 50 トン又は全建造材料の見積重量の 1%のいずれか少ないものが組み立て

られた状態にある船舶 
 (3) 2021 年 1 月 1 日以降の引き渡しが行われる船舶 
3. 前 2.にかかわらず，次のいずれかに該当する船舶にあっては，この規則による規定

を適用する。 
 (1) 施行日以降に低引火点燃料の使用のための改造が行われる船舶 

(2) 施行日前に低引火点燃料の使用を承認された船舶であって，施行日以降に他

の低引火点燃料の使用を開始する船舶 

 

 


